様式第１号（第２条関係）

	　
	火入許可申請書
	　

	　
	
	　

	令和 ３年 12月 １3日　

　丹波市長様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     〒　　　－

申請者　住所　丹波市春日町黒井８１１番地
団体・役職　○○農会　農会長　　　　
氏名　春　日　太　郎　　　　　　　　
  （電話　　0795―７４―０２２１  　）
（電子メール　 tanba-city@mail  　　）
　次のように火入れを行いたいので許可されたく丹波市火入れに関する条例第２条の規定により申請します。

	火入地
	所在地
	　丹波市春日町○○○○地内

	
	所有者

（管理者）
	　○○自治会　　　　会長　　春日　太郎

	
	地種区分
	保安林（　　　）、普通林、原野、その他（ 畦畔・河川堤防 等 ）

	
	所有区分
	国有地（　　　）、公有地（丹波市）、私有地（　　　 ）

	
	面積
	総面積　　　１．５　　ヘクタール

	火入れ期間
	　令和３年　12月　25日～　令和４年　１月　１日（　８　日間）

	火入れ目的
	１　地ごしらえ　　　２　開墾準備　　　３　害虫駆除

４　焼畑　　　５　採草地改良　 該当する番号に○をしてください 

	火入れ方法
	　バーナー（松明）等で点火

	防火体制
	火入従事者
	男　２０　人、女　１０　人、計　３０　人

	
	防火帯
	　防火帯とは、防災上設けられる、可燃物が無い、延焼被害を食い止めるための帯状の地域のことです。無い場合、記入は不要です。

	
	器具
	　丹波市消防団春日支団第1分団第1部消防車配備　等

	火入責任者
	　同　　　上　　　　　　　　　　　　申請者と異なる場合は記入してください 

	備考
	（添付書類　１　通）     　　実施日時：　 ○月○日 ○時 ～ ○時
　・位置図


　(注)　１　保安林の（　）の中には、保安林種を記入

　　　　２　その他の（　）の中には、土地現況を記入

　　　　３　所有区分の（　）には、所有形態の細分（部分林、地区有林、社寺有林等）を記入

留意事項
☆提出書類　　（火入れ開始日の１０日前までに提出）
・火入許可申請書.....
記入例を参考に作成ください
・見取図.............
火入地、周辺の現況、防火設備の位置の分かるもの
・承諾書.............
火入地が申請者以外の所有又は管理地の場合のみ
・契約書写し.........
火入を請負又は委託する場合のみ
☆提出部数　２部（１部はコピー可）
・丹波市用と申請者返却用（許可書とともに）。

☆留意事項

・１回の火入れ面積は、２.０ha以内とし、責任者が常駐してください。
・火入れの面積に応じ、従事者を配置してください。
＜従事者必要人数＞

	火入れ面積
	0.5haまで
	0.5ha～1.0ha
	1.0ha～1.5ha
	1.5ha～2.0ha

	従事者人数
	15人以上
	20人以上
	25人以上
	30人以上


・防火体制及び、緊急時の連絡体制を徹底してください。
・火入中は原則、消防団を配備してください。
・許可期間は、８日以内です。順延により８日を超える場合は、再度申請及び許可が必要です。
※　火入終了後（中止の場合も）は、必ず「火入許可証」を返還してください。

火入れ開始日の10日前までの日付を記入





記入例





原則２.0ha以内


※2.0haを超える場合、1.5ha以内で区画を分け、完全消化してから再度火入れください。





予 備 日：　 ○月○日実施


そ の　他：　　雨天中止　等








※　裏面の「留意事項」をご確認ください。


